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走行時前軸荷重
約24kN (約2,445 kg) 

走行時後軸荷重
約43kN (約4,410 kg) 

最大反力(フロント)
60kN (6t)

最大反力(リヤ)
60kN (6t)
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※最大吐出圧力（低速時）

※最大吐出量（高速時）
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ロータ

ポンピングチューブ
ゴムパッド

ガイドローラ

ゴムローラ

ポンピングチューブを押し潰すのに最適な形状
のゴムローラを搭載しました。これによりホッパ
からの吸引力がアップしチューブ寿命も大幅に
伸びました。

フロントアウトリガは標準張出し位置と、より広
く張出せるワイド位置を選択可能としました。
ワイド位置では車両の安定性をより一層高めて
おり打設現場や状況にあわせて使い分ける事
ができます。

先端ホース位置の微調整が簡単に行えますの
で、ブーム先端付近が狭い現場での打設作業も
より容易に行うことができます。

安定した圧送性能を持つ真空スクイーズ式ポ
ンプを搭載。ドラム内の真空がローラで押し潰
されたポンピングチューブの復元を助け、定量
の生コンクリートを吸込み、常に安定した吐出
量を保ちます。ポンピングチューブ径が4.5B、最
大吐出量が45m3/hのスクイーズクリート
PH45A-15は、高度な機能を小型車に満載しま
した。また、油圧モータでロータを直接回転さ
せるパワーロータ式を採用。ギヤやチェーンを
使わないシンプルな構造とし、ローメンテナン
ス費用を実現しました。

操作しやすく、ホッパ内の生コンクリートの状況
が見やすい位置に設けています。すべてスイッ
チ操作で圧送作業が簡単、確実に行え、オペレ
ータとマシンの一体作業を実現します。作業に
応じて、高速/低速の切換えができます。また、打
設量の判定、チューブ交換や保守点検の目安と
なる積算式ロータ回転計をデジタル化させて、
パネルに組込みました。
■スローストップ＆オートアイドリング
圧送衝撃が少なくなり、より安全で楽な打設作
業を実現します。また、圧送停止時、エンジン回
転を自動的にアイドリングにもどすオートアイド
リング装置を標準装備しました。

残コン処理に便利なホッパドレーンを装備しま
した。中央に集まりやすい舟底型と相まって、作
業の効率性を向上させます。

生コンが吸入口に集まりやすい舟底ホッパ。
吸込み効率がよく、残コンが少なく、洗浄も簡単
に行えます。

生コンの吸込効果が良く、残コンが少なく、洗浄
も簡単な球形ホッパ。ポンピングチューブの交
換時に、作業スペースを大きく確保し、交換時間
の短縮を図るチルト機能を装備させました。

バッテリ駆動の電動式真空ポンプを装備。
ドラム内が真空になるまで自動運転し、その後
停止します。真空ポンプの長寿命化をはかり、オ
イル消費量も減り、経済的です。

ホッパスクリーン安全装置を標準装備しました。
スクリーンを開くとホッパブレードの回転を停
止させます。

ブーム配管には摩
耗検知穴付きロン
グエルボパイプを
使用。生コンクリー
トの流動性が向上
し、配管抵抗が少
なくなりました。ブ
ーム配管（パイプ・
エルボ・ジョイント）
は消耗品です。定
期的に点検、交換
を推奨します。
注）検知穴はあく
       まで目安です。

ホッパサイドに装
着されています。
緊急時押すことに
より、ホッパブレー
ドの作動が停止す
る安全装置です。

特定小電力型デジ
タルラジコンを標
準装備しました。

標準

ワイド

スライド長 1,500mm

車体のセットが簡単に
なります。

電気回路を保護するブ
レーカを取付けました。

オイルクーラを標準装備しました。


